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《
徳
行
善
行
》

　

松
本
　

勝
次
（
根
　
　
　

岸
）

　

富
永
　

光
枝
（
里
　

白
　

石
）

　

近
藤
ひ
ろ
み
（
畑
　
　
　

田
）

《
消
防
功
労
者
》

　

石
田
　

徹
　

（
滝
　
　
　

輪
）

　

金
成
　

一
友
（
滝
　
　
　

輪
）

　

矢
吹
　

啓
蔵
（
松
　

野
　

入
）

　

小
野
　

辰
男
（
大
　
　
　

草
）

　

鈴
木
　

良
信
（
大
　
　
　

草
）

　

國
井
　

政
昭
（
大
　
　
　

草
）

　

迎
　
　

昇
　

（
山
白
石
二
区
）

《
保
健
功
労
者
》

　

須
藤
　

勝
吉
（
荒
　
　
　

町
）

　

八
代
　

綾
子
（
簑
　
　
　

輪
）

《
伝
統
文
化
功
労
者
》

　

小
野
　

修
司
（
本
町
二
区
）

《
畜
産
功
労
者
》

　

小
室
　

義
孝
（
畑
　
　
　

田
）

《
消
防
功
労
者
》

　

小
室
　

利
幸
（
荒
　
　
　

町
）

　

小
室
　

久
喜
（
里
　

白
　

石
）

　

生
田
目
隆
洋
（
里
　

白
　

石
）

　

小
室
　

健
一
（
畑
　
　
　

田
）

　

迎
　
　

一
　

（
山
白
石
二
区
）

　

鈴
木
　

哲
好
（
小
　
　
　

貫
）

《
徳
行
善
行
》

　

小
川
　

智
士
（
東
京
都
杉
並
区
）

　

酒
井
　

俊
行
（
埼
玉
県
八
潮
市
）

　

増
子
　

朝
次
（
東
大
畑
二
区
）

町
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

町
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

町
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
迎
昇
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
る
地

道
な
努
力
と
功
績
に
よ
り
、
町
政

発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
た

方
々
、
ま
た
、
他
の
模
範
と
な
る

べ
き
功
績
が
あ
っ
た
方
々
を
称
え

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

第
51
回
各
種
功
労
者
表
彰
式
が

11
月
３
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
徳
行
善
行

や
消
防
功
労
者
な
ど
10
名
。
感
謝

状
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
伝
統
文
化

功
労
者
や
畜
産
功
労
者
な
ど
13
名

で
す
。

表
彰
状
受
賞
者
（
敬
称
略
）

感
謝
状
受
賞
者
（
敬
称
略
）

広報あさかわ　2010.12　❷

　町長就任にあたり、広報あさかわの紙面によりごあいさつをさせて
いただきます。
　さる１０月１２日に告示されました浅川町長選挙において、町民の
皆様方をはじめ各方面から力強いご支援と温かいご厚情を賜り、無投
票で当選させていただき、引き続き二期目の町政を担うこととなりま
した。今、あらためてその責任の重大さを痛感するとともに、町民の
一層の幸せのために精魂を傾ける決意をいたしております。
　今、地方自治体は少子高齢化、先行き不透明な財政状況等厳しい状
況が続いておりますが、“住んでよかった　私の町　浅川”の創造の
ため、みんなの浅川未来プラン「第４次振興計画」を基本に、幼保一
貫教育の充実を図るため幼稚園・保育所の統合一元化、児童・生徒の
安全確保のため学校施設の耐震化事業、子育て支援と定住促進のため
の町営住宅（仮）みのわ団地の設置、快適な居住環境を確保するため
の下水道整備事業、米価下落等による農業の活性化を図るためブラン
ド米の推進や畜産・振興、伝統の花火を守るための事業やがん撲滅運
動などを重点的に推進してまいりたいと考えております。
　今後も、安定した財政基盤を維持しつつ、次世代を担う子どもたち
に残す未来を創るために「基盤づくり、産業づくり、人づくり、暮ら
しづくり、文化づくり」の五つの基本的な取り組みを誠実に実行し、
町民全員が笑顔で暮らせる環境を整え、浅川町が、孫、子の時代にも
力強い進展をとげられるよう、私の情熱を燃やす覚悟でありますので、
皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ、就任のごあい
さつといたします。

就任のあいさつ

町長　須　藤　一　夫



❸　広報あさかわ　2010.12

《
徳
行
善
行
》

　

松
本
　

勝
次
（
根
　
　
　

岸
）

　

富
永
　

光
枝
（
里
　

白
　

石
）

　

近
藤
ひ
ろ
み
（
畑
　
　
　

田
）

《
消
防
功
労
者
》

　

石
田
　

徹
　

（
滝
　
　
　

輪
）

　

金
成
　

一
友
（
滝
　
　
　

輪
）

　

矢
吹
　

啓
蔵
（
松
　

野
　

入
）

　

小
野
　

辰
男
（
大
　
　
　

草
）

　

鈴
木
　

良
信
（
大
　
　
　

草
）

　

國
井
　

政
昭
（
大
　
　
　

草
）

　

迎
　
　

昇
　

（
山
白
石
二
区
）

《
保
健
功
労
者
》

　

須
藤
　

勝
吉
（
荒
　
　
　

町
）

　

八
代
　

綾
子
（
簑
　
　
　

輪
）

《
伝
統
文
化
功
労
者
》

　

小
野
　

修
司
（
本
町
二
区
）

《
畜
産
功
労
者
》

　

小
室
　

義
孝
（
畑
　
　
　

田
）

《
消
防
功
労
者
》

　

小
室
　

利
幸
（
荒
　
　
　

町
）

　

小
室
　

久
喜
（
里
　

白
　

石
）

　

生
田
目
隆
洋
（
里
　

白
　

石
）

　

小
室
　

健
一
（
畑
　
　
　

田
）

　

迎
　
　

一
　

（
山
白
石
二
区
）

　

鈴
木
　

哲
好
（
小
　
　
　

貫
）

《
徳
行
善
行
》

　

小
川
　

智
士
（
東
京
都
杉
並
区
）

　

酒
井
　

俊
行
（
埼
玉
県
八
潮
市
）

　

増
子
　

朝
次
（
東
大
畑
二
区
）

町
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

町
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

町
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
迎
昇
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
る
地

道
な
努
力
と
功
績
に
よ
り
、
町
政

発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
た

方
々
、
ま
た
、
他
の
模
範
と
な
る

べ
き
功
績
が
あ
っ
た
方
々
を
称
え

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

第
51
回
各
種
功
労
者
表
彰
式
が

11
月
３
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
徳
行
善
行

や
消
防
功
労
者
な
ど
10
名
。
感
謝

状
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伝
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名
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。
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状
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者
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感
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状
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賞
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同
じ
く
役
場
駐
車
場
に
お
い
て

「
あ
さ
か
わ
さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
焼
き
鳥
や
新
そ
ば

な
ど
様
々
な
出
店
が
並
び
、
町
特

産
品
生
産
販
売
組
合
に
よ
る
特
産

品
の
販
売
や
岩
手
県
野
田
村
の
皆

さ
ん
に
よ
る
海
産
物
販
売
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
前
の
道
路
上
に
お

い
て
は
、
米
俵
引
き
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
・
女
性
の
部
で
は
40
㎏
、

一
般
の
部
で
は
60
㎏
の
米
俵
を
そ

り
に
乗
せ
て
引
っ
張
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
全
力
で
競

技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
雷
火
太
鼓
の
演

奏
や
緑
川
ふ
く
民
謡
愛
好
会
に
よ

る
民
謡
な
ど
も
行
わ
れ
、
最
後
に

は
恒
例
の
抽
選
会
と
餅
撒
き
が
行

わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

広報あさかわ　2010.12　❹

　

11
月
３
日
、
町
民
体
育
館
な
ど

を
会
場
に
浅
川
町
総
合
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
町
の
各
団
体
な

ど
か
ら
出
品
さ
れ
た
書
道
や
絵
画
、

花
な
ど
数
多
く
の
作
品
や
各
学
校

の
子
ど
も
達
の
作
品
な
ど
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
中
国
結
び
の
会
で

は
紐
で
作
っ
た
町
章
を
展
示
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
前
で
は
、

町
日
赤
奉
仕
団
や
町
体
育
指
導
委

員
会
な
ど
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
も
ち
な
ど

の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
は
、

芸
能
祭
も
行
わ
れ
、
歌
や
踊
り
、

楽
器
の
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

浅
川
町
総
合
文
化
祭
・
芸
能
祭

　

あ
さ
か
わ
さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ
り
開
催

浅
川
町
総
合
文
化
祭
・
芸
能
祭

　

あ
さ
か
わ
さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ
り
開
催
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まちのわだい・できごと

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
街
頭
啓

発
活
動
が
11
月
３
日
、
町
民
体
育

館
前
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
４
名
。

町
総
合
文
化
祭
な
ど
に
来
場
し
た

方
々
へ
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
な

が
ら
啓
発
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
委
員
の
金
成
烈
さ
ん

は
、
10
月
１
日
付
け
で
２
期
目
の

委
嘱
を
受
け
て
お
り
、
14
日
に
委

嘱
状
の
伝
達
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
３
年
間
。
人
権
問
題
の

相
談
を
受
け
相
談
者
の
問
題
解
決

へ
の
手
助
け
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
啓
発
活
動

　

浅
川
町
農
業
委
員
会
（
久
保
木

芳
夫
会
長
）
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

再
生
事
業
が
10
月
29
日
、
国
道
１

１
８
号
沿
い
東
大
畑
地
内
の
畑
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
を
中
心
と
し
て
農
業
委
員

自
ら
が
企
画
・
立
案
し
た
も
の
で
、

今
後
、
作
付
け
し
た
菜
の
花
か
ら

菜
種
油
を
取
る
計
画
で
す
。

　

農
地
の
管
理
で
お
悩
み
の
方
は
、

農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

農
地
再
生
！

　

二
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
須

藤
一
夫
町
長
の
初
登
庁
・
就
任
式

が
11
月
１
日
、
役
場
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
前
で
は
、
役
場
職
員
や
支

援
者
な
ど
か
ら
花
束
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
２
階
大
会
議
室
で
は
就
任

式
が
行
わ
れ
、
佐
川
教
育
長
や
藤

田
町
議
会
議
長
よ
り
町
長
へ
祝
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
町

長
か
ら
職
員
に
対
し
て
訓
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

二
期
目
の
初
登
庁

　

２
０
１
０
詩
を
書
こ
う
コ
ン
ク

ー
ル
（
石
川
地
区
）
表
彰
式
に
お

い
て
優
秀
作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

浅
川
町
で
は
、
川
音
郁
弥
さ
ん

（
浅
川
中
３
年
）
が
中
学
校
の
部

で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
を
筆
頭

に
14
名
の
方
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

同
表
彰
式
は
11
月
３
日
、
吉
田

富
三
記
念
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、

表
彰
式
の
ほ
か
、
最
優
秀
賞
・
優

秀
賞
の
詩
の
朗
読
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

心
温
ま
る
詩
を
表
彰

広報あさかわ　2010.12　❻

まちのわだい・できごと

　

棚
倉
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
に

よ
る
美
化
活
動
（
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
）
が
10
月
26
日
、
町
内

一
円
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
役
場
駐
車
場
に
集
合
し
、
道

路
に
落
ち
て
い
る
吸
殻
や
ゴ
ミ
な

ど
を
拾
い
ま
し
た
。

　

喫
煙
マ
ナ
ー
の
啓
発
向
上
を
目

的
と
す
る
こ
の
活
動
は
、
同
組
合

の
女
性
部
が
中
心
と
な
り
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

　

第
58
回
福
島
県
身
体
障
が
い
者

福
祉
大
会
に
お
い
て
、
大
竹
菖
夫

さ
ん
（
小
貫
）
へ
支
部
運
営
協
力

者
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
10
月
20
日
、
富
岡
町

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
自
立
更
生

者
・
更
生
援
護
功
労
者
へ
の
表
彰

や
支
部
運
営
協
力
者
へ
の
感
謝
状

の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

身
体
障
が
い
者
自
身
の
積
極
的

な
社
会
参
加
と
自
立
・
自
助
の
精

神
の
助
長
な
ど
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
へ
の
協
力
に
感
謝

　

浅
川
・
山
白
石
両
保
育
所
で
い

も
ほ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
も
ほ
り
を
し
ま
し
た

　

町
交
通
安
全
母
の
会
（
松
崎
悦

子
会
長
）
に
よ
る
交
通
安
全
街
頭

活
動
が
10
月
15
日
、
国
道
１
１
８

号
月
斉
地
内
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

活
動
へ
は
会
員
約
15
名
が
参
加
。

「
命
」
「
大
」
「
切
」
「
に
」

「
交
」
「
通
」
「
安
」
「
全
」

「
母
」
「
の
」
「
会
」
と
書
か
れ

た
ボ
ー
ド
を
手
に
持
ち
ド
ラ
イ
バ

ー
に
安
全
運
転
を
啓
発
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
交
通
安
全
母
の
会
連
絡

協
議
会
で
行
っ
た
県
下
一
斉
街
頭

活
動
の
一
環
と
し
て
の
活
動
で
す
。

母
の
会
街
頭
啓
発
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まちのわだい・できごと

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
街
頭
啓

発
活
動
が
11
月
３
日
、
町
民
体
育

館
前
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
４
名
。

町
総
合
文
化
祭
な
ど
に
来
場
し
た

方
々
へ
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
な

が
ら
啓
発
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
委
員
の
金
成
烈
さ
ん

は
、
10
月
１
日
付
け
で
２
期
目
の

委
嘱
を
受
け
て
お
り
、
14
日
に
委

嘱
状
の
伝
達
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
３
年
間
。
人
権
問
題
の

相
談
を
受
け
相
談
者
の
問
題
解
決

へ
の
手
助
け
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
啓
発
活
動

　

浅
川
町
農
業
委
員
会
（
久
保
木

芳
夫
会
長
）
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

再
生
事
業
が
10
月
29
日
、
国
道
１

１
８
号
沿
い
東
大
畑
地
内
の
畑
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
を
中
心
と
し
て
農
業
委
員

自
ら
が
企
画
・
立
案
し
た
も
の
で
、

今
後
、
作
付
け
し
た
菜
の
花
か
ら

菜
種
油
を
取
る
計
画
で
す
。

　

農
地
の
管
理
で
お
悩
み
の
方
は
、

農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

農
地
再
生
！

　

二
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
須

藤
一
夫
町
長
の
初
登
庁
・
就
任
式

が
11
月
１
日
、
役
場
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
前
で
は
、
役
場
職
員
や
支

援
者
な
ど
か
ら
花
束
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
２
階
大
会
議
室
で
は
就
任

式
が
行
わ
れ
、
佐
川
教
育
長
や
藤

田
町
議
会
議
長
よ
り
町
長
へ
祝
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
町

長
か
ら
職
員
に
対
し
て
訓
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

二
期
目
の
初
登
庁

　

２
０
１
０
詩
を
書
こ
う
コ
ン
ク

ー
ル
（
石
川
地
区
）
表
彰
式
に
お

い
て
優
秀
作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

浅
川
町
で
は
、
川
音
郁
弥
さ
ん

（
浅
川
中
３
年
）
が
中
学
校
の
部

で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
を
筆
頭

に
14
名
の
方
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

同
表
彰
式
は
11
月
３
日
、
吉
田

富
三
記
念
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、

表
彰
式
の
ほ
か
、
最
優
秀
賞
・
優

秀
賞
の
詩
の
朗
読
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

心
温
ま
る
詩
を
表
彰



●年齢は？　　３１歳
●出身は？　　浅川町
●家族構成は？
　妻、子供３人、両親、祖父母
●趣味は？
　ゲーム、サッカー
●今、欲しいものは？
　Ｗｉｉ
●楽しかった思い出は？
　家族旅行に行った事
●どんなスポーツが好きですか？
　サッカー
●プチ将来は？
　子供と一緒にサッカーをする
●町の印象は？
　静かでのんびりできる町
●最後に何か一言どうぞ
　一緒にサッカーやりませんか？
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
▶次回は、生田目聡さん（福貴作）の予定です。

小針  久幸さん（袖山）

●年齢は？　　２９sai
●出身は？　　鮫川村
●家族構成は？
　旦那、義父母、旦那のしゃで、義祖父母
●趣味は？
　ペット、旦那の“オアソビ”に連れまわされる事
●今、欲しいものは？
　フットバス（足入れるやつ）
●楽しかった思い出は？
　沖縄への新婚旅行
●どんなスポーツが好きですか？
　やるより、見るほうが好き。格闘技観戦が好き
●プチ将来は？
　カカア天下！！
●町の印象は？
　みんなあたたかく、住みやすい町
●最後に何か一言どうぞ
　美穂ちゃんよろしくね
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
▶次回は、須藤美穂さん（山白石五区）の予定です。

久保木澄江さん（大草）

❾　広報あさかわ　2010.12

水野健二、忍夫妻（山白石二区）に
誕生した第３子、さやかちゃんです。
（平成２２年８月２７日生まれ）
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芳賀　清さん（本町一区）
大正１１年１０月１９日生まれ

●趣味は？
　書道、音楽（三味線・大正琴）
●戦時中の思い出は？
　日の丸の小旗を手に毎朝、出征兵を駅ま
　で見送りました
●若いころ、楽しかった思い出は？
　職場の皆様と行った年一回の旅行
●毎日何をしていますか？
　近所の皆さんとテレビを見たりお茶飲み
　話をしたりしています
●最後に何か一言どうぞ
　主人が６０歳で病死し夢も希望もなく落
　ち込み心配をかけましたが、他家に嫁い
　だ娘孫に元気にと励まされ現在の姿です。
　一人暮らしの集いに何回か参加しました。
　今回は１０月１日に塙町でダリアのきれ
　いな花を見ることができ楽しかったです。
　残る余生、身体に気をつけ静かに暮らし
　たいです。

●趣味は？
　山野草の鑑賞です
●戦時中の思い出は？
　日赤の従軍看護婦としてマレーシアに出征し
　ました
●若いころ、楽しかった思い出は？
　夫と史跡を訪ね歩いたことです
●毎日何をしていますか？
　さぎそうにショートステイでお世話になって
　います。職員や利用者の方たちと楽しく過ご
　しています

いつまでもお元気で

伊藤眞太郎さん（荒町）
大正１１年１０月２２日生まれ

●特技は？
　社交ダンス ２８年
●戦時中の思い出は？
　招集で海軍航空整備兵として２年間勤務
　（内地）
●毎日何をしていますか？
　主にテレビを見ています
●町の印象は？
　昔のほうが良かったと思います（今は静
　かな町）
●最後に何か一言どうぞ
　健康に気をつけています

山田ヒテさん（荒町）
大正１１年１１月３日生まれ

祝米寿祝米寿



●年齢は？　　３１歳
●出身は？　　浅川町
●家族構成は？
　妻、子供３人、両親、祖父母
●趣味は？
　ゲーム、サッカー
●今、欲しいものは？
　Ｗｉｉ
●楽しかった思い出は？
　家族旅行に行った事
●どんなスポーツが好きですか？
　サッカー
●プチ将来は？
　子供と一緒にサッカーをする
●町の印象は？
　静かでのんびりできる町
●最後に何か一言どうぞ
　一緒にサッカーやりませんか？
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
▶次回は、生田目聡さん（福貴作）の予定です。

小針  久幸さん（袖山）

●年齢は？　　２９sai
●出身は？　　鮫川村
●家族構成は？
　旦那、義父母、旦那のしゃで、義祖父母
●趣味は？
　ペット、旦那の“オアソビ”に連れまわされる事
●今、欲しいものは？
　フットバス（足入れるやつ）
●楽しかった思い出は？
　沖縄への新婚旅行
●どんなスポーツが好きですか？
　やるより、見るほうが好き。格闘技観戦が好き
●プチ将来は？
　カカア天下！！
●町の印象は？
　みんなあたたかく、住みやすい町
●最後に何か一言どうぞ
　美穂ちゃんよろしくね
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
▶次回は、須藤美穂さん（山白石五区）の予定です。

久保木澄江さん（大草）

❾　広報あさかわ　2010.12

水野健二、忍夫妻（山白石二区）に
誕生した第３子、さやかちゃんです。
（平成２２年８月２７日生まれ）

No.246



広報あさかわ　2010.12　10

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。
３～４か月健診・ＢＣＧ接種 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

次回は
平成２３年２月１日（火）

平成２３年１月１３日（木）
２月１７日（木）

次回は
平成２３年２月２５日（金）平成２３年１月２８日（金）

平成２３年１月１３日（木）

午前９:１５～９:３０

保健センター
☎ ３６－４７２２

平成１９年８月～１０月生

午後０:４５～１:００

保健センター
☎ ３６－４７２２

保健センター
☎ ３６－４７２２

日　　程

受付時間

場　　所

対 象 者

場　　所

対 象 者

日　　程

受付時間

１２月１６日（木）

平成２２年４月～５月生

午前９:１５～９:３０

【つどいの広場・育児相談】
１２月２１日（火）　平成２３年１月１１日（火）　１月２５日（火）
☆いずれも午前９：３０～１１：３０、保健センターで実施します。
☆ホールを開放しますので、お子さん（０歳から可能）と家族の方で自由に遊んでください。
☆身長・体重の測定も可能です。希望される方は、当日申し出てください。
【にこにこ広場】
１２月１４日（火） 場所：浅川保育所
☆詳細については、後日回覧等でお知らせします。申込は直接、浅川保育所となります。
【みんなといっしょの広場】
平成２３年１月１９日（水）　午前１０：００～１１：３０　場所：浅川幼稚園
☆午前９時５５分までに直接幼稚園にきてください。

午後１:３０～１:４５

石川町保健センター
☎ ３６－４７２２

１月 平成２２年　９月生
２月 平成２２年１０月生

平成２１年１２月～
　　　　平成２２年１月生

日本脳炎の接種対象者が追加されました
　予防接種実施規則の一部が改正され、かつて旧ワクチンを接種したお子さんの接種方法について、下記のよ
うに追加・変更されました。
●対　象　者：第１期（1回目・２回目・追加）の接種ができずに７歳半を超えてしまったお子さんで、９～
　　　　　　　　１３歳未満のお子さん
●接 種 期 間：９～１３歳未満の期間内（第２期にあたる時期に接種することで定期予防接種扱いとなります）
●接 種 回 数
１）以前1回接種しているお子さん⇒今年２回接種して完了
２）以前２回接種しているお子さん⇒今年１回接種し、可能であれば１年後に１回接種し完了
３）１回も接種していないお子さん ⇒今年２回、１年後に１回接種し完了
４）１期３回（１回目・２回目・追加）を受けたお子さん⇒１回接種し完了
●使用ワクチン：乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン（新ワクチン）
●接 種 方 法：各医療機関での個別接種
●そ　の　他
　接種を希望される場合には通知書が必要となりますので、保健センターへお申し込みください。また、イン
フルエンザの流行時期ですので、そちらを優先して接種することをお勧めします。
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みずの こうた くん みずの はな ちゃん わだ ゆうせい くん わらがや ひな ちゃん

こじま たけひろ くん あいた こうき くん
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イ
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の
狩
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間
を

３
月
15
日
ま
で
延
長
し
ま
す

《ごみの収集》
　　ステーションごみの収集は、家庭ごみ収集
　カレンダーのとおりです。
　　事業系ごみと家庭系一般ごみの搬入は、１
　２月３０日（木）午後４時まで。年始は１月４
　日（火）午前９時から受け付けます。

《し尿くみ取りまたは浄化槽清掃》
　　年内の申し込みは１２月１５日（水）まで。
　大変混雑しますので早めに申し込みをしてく
　ださい（都合により年明けになる場合もあり
　ます）。年始は１月４日（火）からくみ取りを
　行ないます。

《きららクリーンセンターの搬入（登録事業者のみ）》
　　年末は１２月３０日（木）午後４時まで、年
　始は１月４日（火）午前９時より搬入できます。

《粗大ごみの回収》
　　年内の申し込みは１２月１５日（水）午後４
　時まで。年始は１月４日（火）午前９時から受
　け付けます。

【問い合わせ先】住民課 ☎３６‐４１２１

図書室に新刊が入りました ごみの収集・し尿くみ取りについて
　　グラウンドの空
　　一週間
　　項の貌
　　薄紅天女
　　微熱の街
　　酔って記憶をなくします
【問い合わせ先】中央公民館 ☎３６‐２１３４
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　家庭から出る生ごみの減量化・資源化を図る
ため、生ごみ処理容器・電動生ごみ処理機を購
入した方に購入費の一部を補助しています。
　補助を受けられるのは１世帯につき１基まで
で、再度補助を受けられるのは５年経過後とな
ります。

《補助金額》
　　購入額の２分の１以内の額で、限度額は
　３万円です。（１００円未満切捨て）
《申請方法》
　　補助金交付申請書に領収書を添付して申
　請してください

【問い合わせ先】
　住民課　☎３６-４１２４

取り壊し家屋の届出について 生ごみ処理機などの購入費補助制度
　平成２２年１月１日から１２月３１日まで
の取り壊し家屋を届け出てください。
《期限》
　平成２３年１月２８日（金）
《内容》
　①納税義務者　②家屋の所在地
　③構造・用途・床面積
　④取り壊し（滅失）年月日
《手続き方法》
　　税務課に届出用紙がありますので、印鑑
　を持参してください。届出用紙は、浅川町
　のホームページにも掲載しています。
　すでに届出書を提出している方は届け出る
　必要はありません。

【問い合わせ先】
　税務課　☎３６‐４１２２

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動

《子どもと高齢者の交通事故防止》
　子ども・高齢者自身の交通安全意識の高揚
を図り、交通事故に遭わない・起こさない行
動を習慣付けましょう。
　夕暮れ時から夜間にかけて高齢歩行者など
が被害者となる重大事故が多発していること
から、ドライバーは速度を落とし、原則上向
きライトで早めの発見、歩行者などは車のラ
イトが見えたら無理な横断などはしないこと
を心がけましょう。
《飲酒運転の根絶》
　飲酒を伴う各種行事や会合などには、車を
持ち込まないようにしましょう。やむを得な
い場合は、ハンドルキーパーを決めておくなど、
絶対に飲酒運転をしないようにしましょう。
　飲酒運転による交通事故を起こした時の責
任の重大さについて家族全員で話し合い、飲
酒運転を許さない環境をつくりましょう。

《夕暮れ時や夜間の交通事故防止》
　この時期は特に、夕暮れ時と夜間の交通事
故が多発することを認識し、交通事故を防止
しましょう。
　夕暮れ時から夜間においては、自動車から
歩行者や自転車の発見が遅れがちになること
を認識し、昼間以上に気をつけて運転しまし
ょう。
　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中は
夜光反射材などの着用を習慣付けましょう。

12月10日（金）～1月7日（金）

スローガン「ちょっと待て！！ たった一杯 危険はいっぱい」
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　　一週間
　　項の貌
　　薄紅天女
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お誕生おめでとう

おくやみ申し上げます

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

道勧女 由里

亡くなった方 年 齢 行　政　区

白瀬マチヨ

須藤　ウメ

久保木トモ子

割栢　重信

八木沼　亨

小林マサエ

小室テルヨ

酒井  義守

佐川新太郎

沼田　深祈

８８歳

８８歳

７６歳

７６歳

８８歳

８６歳

７０歳

７８歳

６２歳

荒町

荒町

大草

福貴作

荒町

本町二区

畑田

滝輪一区

大草

中里
みのり

　年金の加入期間が２５年未満でも、カラ期
間と合わせて２５年以上あれば年金が受け取
れます
　また、生まれた年などにより、２５年未満
でも年金を受け取れる場合があります 

　７０歳になっても年金は自動的に支払われ
ません。年金の受け取りを始めるためには、
年金の請求が必要です。

　「老齢厚生年金」と「老齢基礎年金」の二
種類の年金が受け取れます。片方の年金だけ
を受け取っている方は、受け取っていない年
金についても改めて請求を行ってください。
片方の年金の受け取り開始を繰り下げている
方は、７０歳になるまでに年金の請求を行っ
てください。 

　厚生年金の加入期間が１年以上あるなどの
要件を満たす方に対して支払われる「特別支
給の老齢厚生年金」については、６５歳にな
る前に請求しても、年金額が減らされること
はありません。速やかに請求を行ってくださ
い。 

　現在、会社に勤めている方も年金を受け取
る資格を満たしている場合は、請求の手続を
行ってください。給与の額などに応じて年金
の支払額の調整が行われる場合がありますが、
全額停止の場合を除き、年金を受け取ること
ができます。

　　　【問い合わせ先】
　　　　郡山年金事務所
　　　　☎０２４‐９３２‐３４３４

忘れていませんか？年金の請求
心当たりのある方はお早めにご相談ください

浅川町更生保護女性会 様　　　５,０００円
浅川町赤十字奉仕団 様　　　　５,０００円
文化祭でのチャリティバザー売上金より
赤十字奉仕団からのご寄付は奄美地方大雨災
害義援金として鹿児島県共同募金会へ送金し
ました。

ご寄付ありがとうございます

《厚生年金の加入期間がある６５歳以上の方へ》

《６０歳以上で会社に勤めている方へ》

《年金の受取開始を６６歳以降に
  繰り下げている方へ》

《厚生年金の加入期間のある方で
「６５歳になってから年金を受け取ろう」と
思っている方へ》

《年金の加入期間が２５年未満の方へ》　　

社会福祉協議会への寄付

※次号、平成２３年１月号の発行は、
　１月５日（水）です。
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ごみも分ければ「資源」⑮

～ごみ分別はあなたのこころの表れです～
　トレイは洗うの？ペットボトルも洗うの？ドレッ
シングの容器も洗うの？少しぐらい混ざっていても
…　すこしぐらい汚れていても…
きちんと分別されていないごみ、一つでも不燃ごみ
が入っていれば、結局「違反シール」が貼られ収集
されません。
今回は〈その他プラ〉の違反ごみについてお知らせ
します。
●まずは　　シールがありますか？
●プラスチックであれば、すべて〈その他プラ〉に
　排出していませんか
●あくまでも《資源》として使えるものです
●中味の入っているドレッシングの容器は、水洗い
　をしてきれいなものだけが資源ごみになります
●汚れたカップラーメンの容器や　　シールのない
　容器は可燃ごみです
●汚れた納豆の容器も水洗いしてきれいであれば
　〈その他プラ〉、汚れたままであれば可燃ごみです
●納豆のタレのパックは　　シールがありますが、
　汚れたままであれば可燃ごみです

●汚れたシャンプーやリンスの容器も汚れたままで
　は可燃ごみです。水洗いをしてきれいな容器が資
　源ごみになります
●ラップとして使用したものは可燃ごみです
●ビニール袋は可燃ごみです。資源ごみを入れる収
　集袋として使用することはできます
●お店から買ってきた品物の容器・トレイは、水洗
　いをして資源ごみに排出してください。密封に使
　用された値段シールは可燃ごみです
●浴室のおけ、花を植えるプランター、ハンガー、
　ポリバケツ、ビデオテープ、ビニールシートなど
　は可燃ごみです。
●プラスチックで出来ていても、すべてが資源ごみ
　になるわけではありません。
●汚れたまま、分別間違い、中味を入れたまま…、
　そんな状態で排出された物は資源として再利用で
　きません。

ごみ分別にご協力を

みなさんの分別が、ごみの資源化を加速
させ、省エネになり、ＣＯ2を減らし、環境
にやさしくなります。
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お誕生おめでとう

おくやみ申し上げます

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

道勧女 由里

亡くなった方 年 齢 行　政　区

白瀬マチヨ

須藤　ウメ

久保木トモ子

割栢　重信

八木沼　亨
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みのり

　年金の加入期間が２５年未満でも、カラ期
間と合わせて２５年以上あれば年金が受け取
れます
　また、生まれた年などにより、２５年未満
でも年金を受け取れる場合があります 

　７０歳になっても年金は自動的に支払われ
ません。年金の受け取りを始めるためには、
年金の請求が必要です。

　「老齢厚生年金」と「老齢基礎年金」の二
種類の年金が受け取れます。片方の年金だけ
を受け取っている方は、受け取っていない年
金についても改めて請求を行ってください。
片方の年金の受け取り開始を繰り下げている
方は、７０歳になるまでに年金の請求を行っ
てください。 

　厚生年金の加入期間が１年以上あるなどの
要件を満たす方に対して支払われる「特別支
給の老齢厚生年金」については、６５歳にな
る前に請求しても、年金額が減らされること
はありません。速やかに請求を行ってくださ
い。 

　現在、会社に勤めている方も年金を受け取
る資格を満たしている場合は、請求の手続を
行ってください。給与の額などに応じて年金
の支払額の調整が行われる場合がありますが、
全額停止の場合を除き、年金を受け取ること
ができます。

　　　【問い合わせ先】
　　　　郡山年金事務所
　　　　☎０２４‐９３２‐３４３４

忘れていませんか？年金の請求
心当たりのある方はお早めにご相談ください

浅川町更生保護女性会 様　　　５,０００円
浅川町赤十字奉仕団 様　　　　５,０００円
文化祭でのチャリティバザー売上金より
赤十字奉仕団からのご寄付は奄美地方大雨災
害義援金として鹿児島県共同募金会へ送金し
ました。

ご寄付ありがとうございます

《厚生年金の加入期間がある６５歳以上の方へ》

《６０歳以上で会社に勤めている方へ》

《年金の受取開始を６６歳以降に
  繰り下げている方へ》

《厚生年金の加入期間のある方で
「６５歳になってから年金を受け取ろう」と
思っている方へ》

《年金の加入期間が２５年未満の方へ》　　

社会福祉協議会への寄付

※次号、平成２３年１月号の発行は、
　１月５日（水）です。
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ごみも分ければ「資源」⑮

～ごみ分別はあなたのこころの表れです～
　トレイは洗うの？ペットボトルも洗うの？ドレッ
シングの容器も洗うの？少しぐらい混ざっていても
…　すこしぐらい汚れていても…
きちんと分別されていないごみ、一つでも不燃ごみ
が入っていれば、結局「違反シール」が貼られ収集
されません。
今回は〈その他プラ〉の違反ごみについてお知らせ
します。
●まずは　　シールがありますか？
●プラスチックであれば、すべて〈その他プラ〉に
　排出していませんか
●あくまでも《資源》として使えるものです
●中味の入っているドレッシングの容器は、水洗い
　をしてきれいなものだけが資源ごみになります
●汚れたカップラーメンの容器や　　シールのない
　容器は可燃ごみです
●汚れた納豆の容器も水洗いしてきれいであれば
　〈その他プラ〉、汚れたままであれば可燃ごみです
●納豆のタレのパックは　　シールがありますが、
　汚れたままであれば可燃ごみです

●汚れたシャンプーやリンスの容器も汚れたままで
　は可燃ごみです。水洗いをしてきれいな容器が資
　源ごみになります
●ラップとして使用したものは可燃ごみです
●ビニール袋は可燃ごみです。資源ごみを入れる収
　集袋として使用することはできます
●お店から買ってきた品物の容器・トレイは、水洗
　いをして資源ごみに排出してください。密封に使
　用された値段シールは可燃ごみです
●浴室のおけ、花を植えるプランター、ハンガー、
　ポリバケツ、ビデオテープ、ビニールシートなど
　は可燃ごみです。
●プラスチックで出来ていても、すべてが資源ごみ
　になるわけではありません。
●汚れたまま、分別間違い、中味を入れたまま…、
　そんな状態で排出された物は資源として再利用で
　きません。

ごみ分別にご協力を

みなさんの分別が、ごみの資源化を加速
させ、省エネになり、ＣＯ2を減らし、環境
にやさしくなります。
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避難訓練（山保）

クリスマス会（浅保）

なんでも法律相談（福セ）

避難訓練（浅保）

図書室開放日・本の読み聞かせ（公民館）

第２学期終業式（幼稚園）

つどいの広場・育児相談（保セ）

仕事納め　休み前の集会（浅保）

　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　東白川中央病院（棚倉町）☎３３ー３２６３

　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　おおひら整形外科クリニック（棚倉町） ☎３３ー９４６８　

　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　塙厚生病院（塙町）☎４３ー１１４５

天皇誕生日 
　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　金澤医院（矢祭町） ☎４６ー２３１２

もぐもぐ教室（保セ） 交通指導（浅保）
授業参観（山小） 書道教室（３～６年・里小）

　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　大木医院（棚倉町）☎３３ー２４２４

心の健康相談（保セ）
第２学期終業式（各小中学校）
休み前の集会（山保）

３～４か月児健診・BCG予防接種（保セ）
にこにこ広場（浅保）

地域福祉センタークリスマス会参加 ～１６日（幼稚園）

１０㈮

１１㈯
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１６㈭

１７㈮

１５㈬

１８㈯

１９㈰

２０㈪

２１㈫

２２㈬

２７㈪

２８㈫

２９㈬

３０㈭

３１㈮

２３㈭

２６㈰

２４㈮

２５㈯

１２月の主な行事
町防災行政無線の定時放送（毎晩６：５０）を併せてお聞きください

町の動き町の動き
１４日（火）
２１日（火）
２８日（火）
１／４日（火）
１１日（火）
１８日（火）

● A区域～荒町、本町一区・二区
　　　　　 東大畑一区・二区
● B区域～上記以外の区域

資源ごみ 不燃ごみ

７,０９６人
３,５４１人
３,５５５人
２,１２５世帯

（－２２）
（－１３）
（－９）
（－６）

人口
男
女
世帯

（１１月１日現在）

１０月の１０月の
火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１２件
１件
２件

　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　木村医院（矢祭町）☎４６ー３５２８

　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　あらまちクリニック（棚倉町）☎３３ー８０１８

　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　和田医院（棚倉町）☎３３ー２０１２

浅川町成人式（公民館）
　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　東舘診療所（矢祭町）☎４６ー３１６５

　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　車田医院（塙町）☎４３ー１０１９

成人の日 
　ひらた中央病院（平田村）☎５５ー３３３３
　大木医院（棚倉町）☎３３ー２４２４

つどいの広場・育児相談（保セ）
第３学期始業式（各小中学校・幼稚園）
休み明けの集会（山保）

献血　お誕生教室（保セ） 避難訓練（幼稚園）
股関節脱臼検査（石川町保セ）

身体測定・交通指導（幼稚園）
団子さし（浅保）

身体測定（山保）

図書室開放日・本の読み聞かせ（公民館）

仕事始め

新年の集会（浅保）

誕生会（浅保）

１１㈫

１２㈬

１３㈭

１４㈮

１５㈯

１６㈰

１０㈪

９㈰

８㈯

６㈭

７㈮

５㈬

２㈰

３㈪

４㈫

１/１㈯

須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の
休日夜間急病診療所で診療を行っています。
☎０２４８ー７６ー２９８０　須賀川市諏訪町６７-１

医○

医○

医○
医○

医○

医○

医○

医○

医○

医○

医○

医○

医○

須賀川吹奏楽団演奏会（公民館）
　大竹眼科（石川町）☎２６ー４１１８
　車田医院（塙町）☎４３ー１０１９

　…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター

※在宅当番医は変更になる場合がありますので、事前に必ず
　電話で確認をしてください。

山白石出張徴収日
１２月２４日（金）

今月の納期
１２月２７日(月)

A区域
B区域
A区域

A区域
B区域

B区域

B区域
A区域
B区域

B区域
A区域

A区域


